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発行■特定非営利活動法人鎌倉市市民活動センタ－運営会議（認定法人）[鎌倉市市民活動センタ－指定管理者] 

TEL0467-60-4555 FAX0467-61-3928 ■E-mail:npo@chive.ocn.ne.jp ■http:// npo-kama.sakura.ne.jp/uk/ 

■鎌倉市市民活動センター運営会議（以下、運営会議）は、 

市民活動団体支援を目的とするＮＰＯ中間支援組織です 

■運営会議は、鎌倉市 NPO センター（鎌倉・大船）２館の指定管理者です 

■鎌倉における市民活動の活性化と自立を支援し、共に豊かな地域社会をめざします 
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「
通
常
総
会
を
終
え
て
」 

 

 

 

 

～

市 
  

神
奈
川
県
が
推
進
す
る
「
か
な
が
わ
１
０
０
歳
時
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
鎌
倉
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
会

議
は
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
１
０
０
歳
時
代
の
人
生
設
計
を
テ
ー
マ
に
、
ま
ず
は
70
歳
ま
で
働
こ
う
と
か
、
い
や
80
歳
ま
で
だ
と
い
う

議
論
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
が
情
報
革
命
と
い
う
大
変
革
期
に
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
問

題
提
起
が
さ
ら
に
深
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。 

 

「
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
（
１
０
０
年
時
代
の
人
生
戦
略
）
」
で
問
題
を
提
起
し
た
リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト
ン
氏
ら
は
英
国
人

で
す
。
英
国
か
ら
は
、
チ
ェ
ス
、
将
棋
、
囲
碁
の
各
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
を
次
々
と
破
っ
た

人
工
知
能

A
lph

aZ
ero

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
し
、
今
後
20
年
く
ら
い
に
人
間
が
行
う
仕
事
の
約
半
分
は
人
工

知
能
に
奪
わ
れ
る
と
い
う
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
た
の
も
英
国
か
ら
で
し
た
。 

 

「
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
（
１
０
０
年
時
代
の
人
生
戦
略
）」は
、
単
に
人
生
が
長
く
な
っ
て
生
き
方
を
変
え
る
必
要
が
出

て
き
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
を
超
え
る
人
工
知
能
の
出
現
に
伴
い
、
人
は
こ
れ
か
ら
い
か
に
生
き
て
い

け
ば
よ
い
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
て
い
る
の
で
す
。 

 

さ
て
、
20
年
後
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
た
と
え
ば
50
年
後
、
人
間
の
労
働
時
間
の
半
分
が
人
工
知
能
に
よ

り
代
替
さ
れ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
今
、
5
歳
の
孫
を
目
の
前
に
、
50
年
後
の
彼
は
余
っ
た
時
間
を
何
に
使
い
、

ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
思
い
を
巡
ら
せ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

私
は
そ
の
時
間
の
多
く
が
地
域
社
会
や
市
民
活
動
に
向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
国
家
や
行
政
、
市
場
や
企
業
に
続
く
、
第
三
の
柱
と
し
て
、
地
域
社
会
や
市
民
活
動
が
確
立
さ
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
、
と
思
う
の
で
す
。 

 

以
上
の
様
に
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
、
一
生
懸
命
に
勉
強
し
良
い
大
学
に
入
り
、
一
流
企
業
に
就
職
し
て
一

生
を
過
ご
せ
ば
幸
せ
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
人
生
モ
デ
ル
は
急
速
に
陳
腐
化
し
、
一
人
ひ
と

り
が
テ
ー
マ
を
持
っ
て
、
主
体
的
に
生
き
る
と
い
う
新
し
い
生
き
方
が
求
め
ら
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
に
伴
う
社
会
変
革
の
起
点
と
し
て
市
民
活
動
が
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
市
民
活
動
を
、
も
っ
と
現
役
世
代
や
若
い
人
達
が
参
加
す
る
も
の
へ
と
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

結
論
と
し
て
は
、
や
や
唐
突
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
は
大
変
革
期
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
「
ボ
ー
っ
と
生
き
て
は
い
ら
れ
な
い
」と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。 （事

務
局
長 

浅
井 

俊
克
） 

 

１
０
０
歳
時
代
の
人
生
、
人
工
知
能
、
市
民
活
動 

 



 

 

平
成
30
年
度
の
活
動
報
告 

 
 

 
 

 

 

 

 

令
和
元
年
度
の
事
業
計
画 

 
 

 

5
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第
20
回
通

常
総
会
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

 

今
年
度
は
、
平
塚
優
理
事
長
、
香
山
隆

副
理
事
長
、
西
畑
直
樹
副
理
事
長
、
淺
利

篤
理
事
、阿
部
芳
子
理
事
、那
須
修
監
事
、

國
友
靖
久
監
事
に
よ
る
新
し
い
理
事
会
体

制
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。 

3
期
目
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
指
定
管

理
者
と
し
て
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
セ
ン
タ
ー
設
立
20
周
年
を
迎
え
た
節

目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
20
周
年
事
業

で
は
、「
和
を
つ
な
ぐ
。
輪
を
ひ
ろ
げ
る
。」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
８
月
25
・

26
日
に
「
か
ま
く
ら
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
、
11
月
３
日
に
「
か
ま

く
ら
フ
ァ
ン
ド
公
開
審
査
会
」
を
開
催
、

12
月
１
日
に
20
周
年
記
念
誌
の
お
披
露

目
を
含
め
た
「
交
流
会
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。 

次
期
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
の

選
定
に
応
募
し
、
12
月
の
市
議
会
で
承
認

さ
れ
、
２
０
１
９
年
４
月
１
日
よ
り
２
０

２
２
年
３
月
31
日
ま
で
、
引
き
続
き
セ
ン

タ
ー
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
募
集
で
は
、
４
期
目
に
し

て
初
め
て
他
の
法
人
と
の
競
合
に
な
り
ま

し
た
。 

行
政
の
動
き
と
し
て
は
、
平
成
31
年
１

月
８
日
に
「
つ
な
が
る
鎌
倉
条
例
」
が
公

布
・
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

次
に
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
を
い

た
し
ま
す
。 

 

定
常
業
務
を
滞
り
な
く
進
め
な
が
ら
、

20
周
年
記
念
事
業
の
推
進
に
注
力
し
ま

し
た
。
自
主
事
業
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支

援
か
ま
く
ら
フ
ァ
ン
ド
は
20
周
年
記
念

事
業
と
し
て
助
成
金
額
を
１
０
０
万
円
に

増
額
し
ま
し
た
。
従
来
の
様
に
単
独
の
団

体
で
は
な
く
、
複
数
団
体
の
協
働
事
業
を

対
象
と
し
、
23
事
業
（
延
べ
53
団
体
）

の
応
募
が
あ
り
、
書
類
選
考
を
行
い
審
査

し
て
８
事
業
に
助
成
金
を
授
与
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
研
修
事
業
で
は
「
市
民
活
動
経

理
の
キ
ホ
ン
」、「
団
体
資
金
の
考
え
方
と

助
成
金
制
度
の
活
用
」、「
カ
フ
ェ
か
ら
始

ま
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
・
交
流
事
業
・
地
域
活

性
化
事
業
も
推
進
し
て
い
ま
す
。 

 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
定
の
有
効
期
限

が
平
成
30
年
６
月
25
日
か
ら
令
和
５
年

６
月
24
日
ま
で
の
５
年
間
に
更
新
さ
れ

ま
し
た
。 

 

20
周
年
記
念
誌
は
平
成
30
年
12
月

１
日
に
２
５
０
０
部
を
発
行
し
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
鎌
倉
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
20
周
年

交
流
会
」
は
平
成
30
年
12
月
１
日
に
鎌

倉
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
１
６
０
名
で
し
た
。 

 

指
定
管
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
充
実
、
コ
ピ
ー
機
利

用
促
進
、
利
用
登
録
団
体
と
の
情
報
交
換

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
懇
話
会
は
３
回
開

催
し
ま
し
た
。 

 

平
成
30
年
度
末
で
個
人
正
会
員
73
人
、

団
体
正
会
員
10
団
体
、
利
用
登
録
団
体
３

７
８
で
し
た
。 

 

続
い
て
平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。 

 

当
期
正
味
財
産
額
は
こ
の
１
年
で
１
８

４
万
円
減
額
、
前
期
繰
越
額
５
３
４
万
円

か
ら
次
期
繰
越
額
３
５
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
１
８
４
万
円
減
額
の
要
因
は
20
周

年
記
念
事
業
関
連
の
費
用
で
す
。 

貸
借
対
照
表
と
財
産
目
録
を
使
っ
て
詳

細
を
説
明
。
印
刷
・
コ
ピ
ー
収
益
は
減
少

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
下
げ
止

り
ま
し
た
。
人
件
費
は
前
期
比
で
減
少
。

事
業
費
計
は
前
期
比
２
５
０
万
円
増
え
ま

し
た
。
当
期
経
常
増
減
額
は
２
９
０
万
円

の
マ
イ
ナ
ス
。
前
期
に
比
べ
て
も
１
２
０

万
円
悪
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
20
周
年

記
念
事
業
の
89
万
円
、
自
主
事
業
の
助
成

金
60
万
円
の
20
周
年
記
念
事
業
の
増
加

合
計
１
５
０
万
円
で
す
か
ら
、
昨
年
よ
り

30
万
円
プ
ラ
ス
。
20
周
年
引
当
金
を
充

当
し
、
最
終
赤
字
は
１
８
４
万
円
と
な
り

ま
し
た
。 

令
和
元
年
度
の
自
主
事
業
、
指
定
管
理  

   
 
 

事
業
の
計
画
案
を
説
明
し
ま
す
。 

 

基
本
方
針
と
し
て
、
市
民
活
動
の
自
立

支
援
、
セ
ク
タ
ー
間
の
協
働
促
進
、
市
民

活
動
の
裾
野
を
拡
大
し
ま
す
。
事
業
内
容

と
し
て
は
、
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
訂
、助
成
金
獲
得
に
関
す
る
人
材
育
成
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て
は
、
11
月
に

た
ま
な
わ
交
流
セ
ン
タ
ー
で
実
施
予
定
、

そ
の
他
、
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
若
者
参
画
支
援
、
市
と
の
協
働
事
業
促

進
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

次
に
令
和
元
年
度
活
動
予
算
案
を
説
明

し
ま
す
。
新
た
な
指
定
管
理
費
は
年
間
で

二
百
万
余
円
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人

件
費
の
増
加
も
見
込
ん
で
い
ま
す
。
繰
越

正
味
財
産
額
は
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
１
０
０

０
円
と
現
状
維
持
を
目
指
し
た
予
算
を
組

ん
で
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 



 

 

今
期
の
主
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 
 

 

 

 

 

１
．
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て 

  

今
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
が
耐
震
工
事
の
た
め
に
使
え

な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
場
を
た
ま
な

わ
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
大

船
が
1
階
に
入
っ
て
い
る
建
物
）
に
移
し

て
11
月
3
日
と
4
日
に
行
い
ま
す
。
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
比
べ
て
一
般
市
民
の

集
客
が
難
し
い
こ
と
や
会
場
が
狭
く
建
物

の
中
で
分
散
す
る
な
ど
の
制
約
条
件
も
加

わ
り
ま
す
が
、
逆
に
こ
れ
を
好
機
と
と
ら

え
、
こ
れ
ま
で
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
内

容
を
次
の
よ
う
に
大
幅
に
見
直
し
た
い
と

考
え
ま
す
。 

 

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
今
般
の

つ
な
が
る
鎌
倉
条
例
の
制
定
を
受
け
、
市

民
同
士
の
横
の
「
つ
な
が
り
」
を
広
げ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
民
活
動
団
体
同
士
の
つ
な

が
り
や
協
働
を
核
と
し
て
、行
政
、学
校
、

企
業
、
自
治
会
な
ど
多
様
な
セ
ク
タ
ー
と

市
民
活
動
団
体
と
の
関
係
性
を
つ
く
る
場

と
し
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
位
置
付
け
、

様
々
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
生
ま
れ
る

契
機
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
鎌
倉
お
よ
び
周
辺
地
域

の
活
性
化
の
事
例
紹
介
、
市
民
活
動
団
体

と
自
治
・
町
内
会
と
の
連
携
強
化
と
地
域

課
題
解
決
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
・
学
校
・
企
業
を
つ
な
ぐ

協
働
事
業
の
事
例
と
機
会
提
供
の
た
め
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
と
し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
啓
発
活
動
の
支
援
、

市
民
対
話
の
継
続
支
援
、
か
ま
く
ら
フ
ァ

ン
ド
に
よ
る
協
働
事
業
の
支
援
な
ど
を

2
日
間
に
わ
た
り
6
つ
の
会
場
に
わ
か

れ
て
同
時
並
行
で
お
こ
な
い
ま
す
。 

 
従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
模
造
紙

大
の
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
展
示
は
せ
ず
、
映

画
・
音
楽
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
っ
た
ホ

ー
ル
を
使
っ
た
催
し
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
団
体
の
活
動
紹

介
に
つ
い
て
は
別
途
方
法
を
検
討
し
ま

す
）
ま
た
、
販
売
や
飲
食
に
関
す
る
諸
条

件
も
従
来
か
ら
の
変
更
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
あ
ら
た
め
て
確
認
の
上
、
お
知
ら

せ
を
い
た
し
ま
す
。 

 

既
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
準
備
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
企
画
の
実
現
に
向
け
て
正
会
員

の
皆
さ
ま
は
も
と
よ
り
広
く
団
体
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
を
賜
り
、積
極
的
な
ご
参
加
、

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。 

  

２
．
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
訂 

 
 

に
つ
い
て 

  

指
定
管
理
者
を
継
続
す
る
に
あ
た
っ
て

の
留
意
事
項
と
し
て
、
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会
か
ら
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
」
を
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）、

特
に
情
報
受
発
信
の
要
と
な
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
つ
い
て
は
か
ね
て
よ
り
不
具
合
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
期
は
主

に
以
下
の
よ
う
な
観
点
で
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
的
な
見
直
し
を
行
い
、

双
方
向
性
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

① 

現
状
の
文
字
中
心
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら

ア
イ
コ
ン
、
画
像
を
多
用
し
た
見
や
す

く
、
親
し
み
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
変
え

る
こ
と
。 

② 

会
議
室
予
約
を
含
め
、セ
ン
タ
ー
か
ら

の
最
新
情
報
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
で

き
る
こ
と 

③ 

利
用
登
録
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
支
援
を
行
え
る

こ
と 

④ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
を
受
け
、パ

ソ
コ
ン
以
外
の
多
様
な
端
末
で
も
見
ら

れ
る
こ
と 

 

こ
れ
ら
の
点
を
改
善
し
、
よ
り
皆
さ
ま

に
ご
利
用
し
て
頂
き
易
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ

い
。
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
9
月
ま
で

に
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
な
お
今

回
の
改
訂
に
あ
た
っ
て
は
デ
ザ
イ
ン
監
修

を
外
部
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
委
託
し
、
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
（
テ
キ
ス
ト
や
画
像
の
デ
ー

タ
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
で
記
号
化
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
実
際
に
見
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と
）
に
つ
い
て
は
広
報
部
会

の
全
面
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 

 

３
．
セ
ン
タ
ー
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
つ
い
て 

 
 

  

今
期
か
ら
運
営
会
議
の
部
会
メ
ン
バ
ー

が
各
団
体
に
出
向
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
と
い
う
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

団
体
主
催
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
団
体
活

動
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
各
団
体
の
活
動
内

容
や
抱
え
て
い
る
課
題
を
把
握
・
共
有
化

し
、
団
体
に
対
す
る
課
題
解
決
の
提
案
や

協
働
の
促
進
に
つ
な
げ
ま
す
。
同
時
に
セ

ン
タ
ー
の
中
間
支
援
と
い
う
機
能
・
役
割

に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
と
い

う
狙
い
も
あ
り
ま
す
。
訪
問
先
団
体
の
事

前
情
報
提
供
や
交
通
費
の
支
給
な
ど
、
活

動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
参
り
ま
す
の

で
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 



 

 

                               

               

 

月 指定管理事業 自主事業 

6 月 鎌倉パートナーズ発行 第 91 号 運営会議たより発行 第 38 号 

7 月 第 1 回連絡調整協議会（7/4） 部会連絡会（7/8） 

8 月 第 1 回利用登録団体懇話会   

9 月 
鎌倉パートナーズ発行 第 92 号 

第 2 回連絡調整協議会 

部会連絡会（9/9） 

運営会議たより発行 第 39 号 

10 月   

11 月 

第 21 回かまくら市民活動フェスティバル

（11/3、4） 

第 2 回利用登録団体懇話会(11/16) 

｢かまくらファンド｣公開審査会（11/3） 

第 1 回全員会議  

部会連絡会（11/11） 

12 月 
鎌倉パートナーズ発行 第 93 号 

第 3 回連絡調整協議会 

運営会議たより発行 第 40 号 

1 月 第 3 回利用登録団体懇話会（1/25） 部会連絡会（1/14） 

2 月  第 2 回全員会議  

3 月 
鎌倉パートナーズ発行 第 94 号 

第 4 回連絡調整協議会 

部会連絡会（3/9） 

運営会議たより発行 第 41 号 

令和元年度主要スケジュール 

鎌倉市市民活動センター運営会議は「認定NPO法人」格を取得しています 

“あなたのご寄附が、鎌倉の街を元気にします” 

ご寄附いただいた場合、「寄附金控除」制度が適用され、確定申告で税金の還付が受けられます 

お問合せは NPO センター鎌倉まで！！ 

 
運営会議は会員によって支えら
れています。入会随時です。 
 
〈会費〉 
正 会 員  
個人正会員 2,000 円 
団体正会員 3,000円 

賛助会員  
個人1,000 円、2口以上 
団体1,000 円、３口以上 

 正会員数   ７４名 
 団体正会員数  １０団体 
 賛助会員数   2２名 
賛助団体数  18６団体 

   （6月１日現在） 

 

 

 
 

 

会 員 募 集 

 

市民のための生活講座 相続のキホン第2回 

「納得できる遺言書の作り方」 

 

■日時：令和元年7月20日（土） 10:00～12:00 
 

■会場：NPOセンター鎌倉 2階会議室 
 

■講師：蔵屋敷 勝 氏 

        (NPO法人鎌倉成年後見支援センター理事・行政書士） 
 

  定員：20名（先着順） 参加費：500円（資料代） 
 

■申込み 鎌倉市市民活動センター（Tel：0467-60-4555） 

     ファックス：0467-61-3928 

          メール：npo@chive.ocn.ne.jp 

          講座名、氏名、連絡先を明記の上、ファックス 

     あるいはメールにてご連絡ください。（7月1日より） 


